懐疑 的 宣言 



1 干 田國士 



この 二三 年来、 私の 読んだ もののう ちで、 ジュ ウル- 

ルナ アルの 日記 ほど、 私の 心 を 動かした もの はない。 

私 は 決して、 彼 を 所謂 「偉大な 作家」 だと 思って は 

ゐ なかった。 しかし、 これほどまでに 「人間の 小さ さ」 

を 悉く 具へ て ゐる男 だと も 思はなかった。 私 はこの 日 

記を繙 くに 当って、 忽ち 眉 を 寄せ、 脇の 下に 汗 を さへ 

かいた。 その 偏狭 さ、 傲慢 さ、 嫉妬深 さ、 名声への 卑 

俗な 執着、 病的な エゴイズム …… 彼 は、 誠に、 憫 笑に 

値する 人物で ある。 ところが、 これらの 「醜 さ」 を 暴 

露し つ、、 その 「醜 さ」 の 陰に、 燦然と 光る もの を靦 

かせて ゐる。 私 は、 思 はず ホッ とした。 彼 は、 人が 自 



し、 裕か だと 思 はれる から 貧乏 をし、 健康 さう にみ え 

て、 実は 病苦に 悩んで ゐる彼 を 思 ふと、 私 は、 こ、 に 

再び、 最も 愛すべく 親しむべき 一 人の 作家 を 見出す の 

である。 レオン. ドォデ の 言葉の 如く、 彼 こそ、 あら 

ゆる 意味に 於て 「小さ さ」 による 「偉大 さ」 への 道 を 

示し 得た ュ ニックな 作家 だ。 

四 巻に 亘る 日記 は、 彼の 死後 十五 年、 その 全集の 刊 

行と 同時に 出版され たもので、 日記 兼ノ— トと いふ 風 

変 リな形 をと つて ゐる 点、 殊に、 赤裸々 に 自己 解剖と 

容赦な き 周囲への 悪罵に 満ちて ゐる 点で、 最近、 仏国 

文壇の セン セ イシ ヨン を 捲き 起した。 ある 批評家の 如 



怖い ので。 

おれの 微笑 は 黄疸に か、 つて ゐる。 

一 八 九 六 年 八月 (日付な し) 

おれ は、 素人 劇作家の 劇し か 好まない —— ミュッセ、 

バン ヴィ ル、 ゴォ チェが さう だ。 サ ルド ゥゥ、 ォォジ 

ェ、 デ ユマ、 これなら、 寝床の 方が まし だ。 

十 一 月 九日 

毎日つ けて ゐる この ノ ー トは、 おれが 何時か 書く か 

も 知れぬ 「碌 でない もの」 を、 無事に 「堕す こと」 だ。 

十 一 月 十六 日 

制作 劇場で、 「ぺ エア -ギ ユン ト」 を 観る。 



悲嘆の あまり、 ナウ は 自殺しょう とする。 此処です 

るの はよ して くれ。 おれが ゐ なくなつ てから やってく 

れ。 善し悪し は 別と して、 フランス 精神と いふ もの は、 

兎に角 あるの だ。 われわれの 誰が、 若し 書け たと して 

も、 イプセンの 戯曲 を 書く 勇気が ある だら う。 (中略) 

われわれ も 亦、 われわれの 「ファウスト」 を 書かう 

かと 思 ふ ことがある。 しかし、 われわれ は、 そこで 踏 

み 止まる の だ。 北方の 人間 は 踏み止まらない。 彼 は、 

一人の ブ ウル ジュヮ を、 自由に 酔 ふ 囚人に 仕上げる。 

(中略) 

フランス 精神 は、 「大きな こと」 を 愛し はする。 しか 



し、 それが 自分 を 何処へ 連れて行く か を 見ようと する _ 

傑作の 覘ひを そこにつ ける の だ。 

あ、、 如何に 多くの 天才が、 おれに 「一撃」 を 与へ 

たこと か。 おれの 頭 は、 もう 割れて ゐ なければ ならな 

い 害で はない か。 

おれ は、 おれの あらゆる 苦悩 を 賭して、 他人に 完全 

な 静謐 を 与へ ようとす るの だ。 

十二月 一日 

あ、 情けない。 おれ はもう 下手に 書く ことができな 

くな つた。 

それ はもう 批評 をす る わけに 行かぬ。 蔭で おれ を褒 
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